
平成２７年度     

 

氏 名
きよはら よねぞう 

生 年 昭和 22 年生 
清原 米蔵 

住 所 大分県国東市  

品 目

大分乾しいたけ 
 大分県の生産量は全国の 48%（平成 26 年） 
 大きさや形状により冬菇（どんこ）、香菇（こうこ）、香信（こうしん）に大別 
 平成 25 年に原木乾しいたけ栽培を中心とする「クヌギ林とため池がつなぐ国東半島・宇佐の農林水 

産循環」が世界農業遺産に認定 

技 術

国東半島・宇佐の農林水産循環としての乾しいたけ栽培 
 冬期における、ため池を利用した散水施設による水分管理 
 作業道の開設や機械化による作業の省力化 
 低温性種菌から中温性種菌の切り替えによる生産量の安定確保 
 杉・檜の人工林とケヤキやカラスザンショウ等の広葉樹林を組み合わせた明るいほだ場の形成による 

発生時期の分散 

活 動 状 況

 昭和 40 年に父親の後を継ぎ、しいたけ栽培を開始 
 現在のしいたけ生産量は県内一位（平成 26 年度は 9.3t 個人では日本一） 
 １駒当たりの単位収量は県平均の 7.5g を上まわる 10g 
 良品質生産の結果、単価も椎茸農協県平均を 400 円/以上、上回る 

相 談 に

応じられる

分野・内容

 現地において、単位収量の向上や良品づくりのための技術についての相談や指導支援 
 生産組合等での講習会講師 
 新規参入者研修会での講師 
 乾しいたけ栽培現地の視察・研修の受入れ 
 テレビ・ラジオ等報道機関の取材受入れ、番組出演 
 県内外において、行政、関係団体等からの講演依頼の受入れ 
 小・中・高・大学生に対する体験学習等での講師 

受 賞 歴

 平成 26 年「森の名手・名人」認定 
 平成 27 年 大分県農業賞特別賞、森喜作賞 
 平成 27 年 大日本農会農事功績表彰（緑白綬有功章） 

主 な 役 職

 平成 18 年～    大分県普及指導協力員 
 平成 18 年～    大分しいたけ源兵衛塾 アドバイザー 
 平成 28 年～    森林組合 理事 

HP  

 


